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１．全体方針
１.１目的
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新設コンクリート構造物の品質を確保・向上
させる。このことにより、ひいては長寿命化
を図る。

設計、材料、施工、維持管理（巡回・巡視）の
一連の建設プロセスにおいて抽出した課題
を収集し、解決方策等について総合的に
検討を行い、新設コンクリート構造物の具体
的な品質確保・向上の方策を立案する。



１.２ 検討方針
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新設コンクリート構造物の設計、材料、施
工、 維持管理（巡回・巡視）に係わる基本的
かつ重要な事項を建設プロセス毎の専門
家が相互に連携して検討を行う。



１.３ 検討条件
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■対象構造物：

新設の橋梁やその他の鉄筋・無筋コンクリート構造物

（PCや舗装、ダムなどの特殊なコンクリート構造物を除く）

■対象とする建設プロセス：

設計、材料、施工、維持管理（巡回・巡視）の一連の建設
プロセス

■検討の範囲：

基本的な技術の範囲内で新設コンクリート構造物の品
質の確保・向上を図る。

全国的な共通課題に加え、中国地方特有の課題につ
いて着目する。



１.４ 検討内容
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目 的・地域特性及び課題を把握し一連の建設プロセスおいて、コンクリート構造物の品質確保・向上を図る。
・産学官で連携し、検討することにより、技術の確立、知識を共有する。
・初期欠陥を防止することで耐久性を向上させ、ひいては長寿命化を図る。

対 象：新設の橋梁やその他の鉄筋及び無筋コンクリート構造物

設 計

材 料

施 工

維持管理
（巡回・巡視）

初期ひび割れ等

産

学

官

連

携

設計 材料 施工
維持管理
（巡回・巡視）

〔検討内容〕
①手引き（案）の作成

・新設コンクリート構造物の各プロセス毎に連携した
手引き（案）を分かりやすく作成する。
②実行性を高めるための広報・普及

・手引き（案）の理解を深め遵守・実行性を高めるため、
広報媒体等を活用し広く周知・普及
・コンクリート関係の研修教材として活用

検討スケジュール

〔課 題〕

材料多様化、骨材条件悪化等

課題抽出、解決方法検討
（建設プロセスの連携、情報共有）

初期欠陥放置等

施工条件の過酷化、技術者不足
かぶりコンクリートの品質確保等

〔検討方針〕

H29・H30
・追跡調査

R1・R2

実証実験

R3
手引き（案）
改訂検討

H24～H26
・課題の抽出、
整理
・手引き(案)作成

R4
利用促進
策実施

成果取り
まとめ
（中間）

HP公開
運用開始

成果取り
まとめ
（中間）

改訂版
HP公開

・品質確保向上に
有効な取組みの整理



２．検討結果（成果）
２.１着眼点と解決方法
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【課題解決のための留意すべき着眼点】
設計、材料、施工、維持管理の各プロセスで品質確保が取組まれ

ているが、初期欠陥が生じている場合がある。初期欠陥があると、コ
ンクリート構造物の耐久性低下に与える影響が大きい。（参考資料1,2）

着眼点：（参考資料3）

■各建設プロセス間の連携不足
■示方書の意図することの理解不足

【解決方法】
・新設コンクリート構造物の各プロセス毎に連携した手引き（案）を
分かりやすく作成した。

・各プロセスの技術者が手引き（案）の理解を深め、遵守・実行性
を高めるため、広報・普及する。



２.２手引き（案）等のとりまとめ

7手引き(案)の例（締固め）

各建設プロセス毎で、新設コンクリート構造物の品質を確保・向
上するために重要な手引き（案）を分かりやすく作成した。

手引き（案）は、中国地整管内の初期欠陥事例とアンケート結果
で得られた鉄筋腐食防止の観点（参考資料2,3）から、主に下記３
つの項目に絞って技術的留意点（ポイント）をまとめたものである。
■ひび割れ抑制対策
■かぶり厚確保
■充填不良対策

示方書の記載事項



２.２手引き（案）等のとりまとめ
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手引き（案）改訂後の各編の特徴

特徴
①共通仕様書等の内容をわ

かりやすく示したもの
②共通仕様書等の内容を

一部超えたもの

手引き
（案）種類

・基本原則編 ・基本原則編（かぶりコンクリートの品質向上対策）
追加：耐久性向上の観点からの透水性型枠の使用検討

・設計編 ・設計編（ひび割れ抑制対策、充填不良対策、かぶりコ
ンクリートの品質向上対策）
追加：耐久性向上の観点からの透水性型枠の使用検討

・材料編 ・材料編（ひび割れ抑制対策、充填不良対策）

・施工編（かぶりコンクリートの品質確保）
追加：かぶり部への締固め

・施工編（温度ひび割れ抑制対策、かぶりコンクリートの
品質向上対策）
追加：透水性型枠等の特殊型枠の使用

・施工編（監督・検査） 施工編（監督・検査）（かぶりｺﾝｸﾘ ﾄーの品質確保・向上対策）
追加：物質透過抵抗性の評価

・維持管理編（巡回・巡視） －

手引き（案）は、「①共通仕様書等の内容を分かりやすく示したもの」と「②共通
仕様書等の内容を一部超えたもの」で構成される。これらの割合は各編で異なる。

特に、温度ひび割れ抑制対策、かぶりコンクリートの品質向上対策は、「②共通
仕様書等の内容を一部超えたもの」に関連する内容を示している。手引き（案）本
編では、「②共通仕様書等の内容を一部超えた箇所」は、斜体で記載している。
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２.２手引き（案）等のとりまとめ
各建設プロセスにおけるチェックリスト

各建設プロセスで示した手引き（案）が、確実に実行されるためのツールとして、
チェックリストを作成した。

チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施し
たが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントする方針とした。

施工編のチェックリスト例

チェック実施者

所属

1/2 実施年月日

チェック 備考 必須項目
必要に応じて
実施する項目

○

○

○

○

○

○

2
温度ひび割れ抑制
対策

○

○

○

○

○

【施工編】 　　　　年 　　月 　　日

施工編

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト

優先順位

・設計の温度応力解析条件と現場条件は合致しているか

・温度応力が問題となる場合は、マスコンクリートとしての対策を行ったか

・施工計画、施工記録、品質向上・耐久性向上対策を確実に整理・記録したか

・品質向上・耐久性向上の協議結果を確実に記録したか

・材料メーカーと連携し、品質向上・耐久性向上方法を検討したか

手引き(案)の目次

1 基本原則（施工段
階）

・施工前の三者会議で引き継ぎ事項、不明確事項を確認・協議したか

・設計図書の記載事項を十分理解し、施工計画を立案したか

・コンクリートの温度変化を確認しながら施工したか

チェック項目

・施工後の三者会議で品質に対する効果や課題などを設計者・発注者へフィードバックしたか

・施工前に使用材料、施工方法、ひび割れ誘発目地使用の検討をしたか

・温度ひび割れ抑制で単位水量の低減を検討したか



２.３活用方策（広報・普及）
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【活用方策(広報・普及)】
（１）中国技術事務所ホームページへの掲載（広報）

（２）中国技術事務所での講習会開催（普及）

（３）各協会からの情報発信、講習会開催（広報・普及）

（４）現場で持ち歩けるポケット版の作成（普及）

（５）手引き（案）試行による効果検証（普及）

広報：施策を広く知らせること。
普及：広く行き渡らせること。



２.３活用方策（広報・普及）
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（１）中国技術事務所ホームページへの掲載（広報）

掲載HP：http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/technology/long_life.htm

手引き（案）



２.３活用方策（広報・普及）
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（２）中国技術事務所での講習会開催（普及）
中国技術事務所において手引き（案）の理解を深めるための講習

会（座学、実習）を開催する。

示方書遵守した施工方法（締固めの例）

初期欠陥の発生原因

講習会（座学）



２.３活用方策（広報・普及）
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（３）各協会からの情報発信、講習会開催（広報・普及）
中国地方の各協会において会員を対象とした手引き（案）の周知、

理解を深めるための講習会を開催する。

各協会主催の講習会開催例
・建設コンサルタンツ協会（設計）
・全国生コン工業組合連合会（材料）
・日本建設業連合会（施工）

（４）現場で持ち歩けるポケット版の作成（普及）
手引き（案）は現場で持ち歩けるポケット版とし、活用し易く工夫した。

手引き（案）のポケット版イメージ



２.３活用方策（広報・普及）
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（５）手引き（案）試行による効果検証（普及）
工事において、手引き（案）を適用し、設計及び施工に反映させた

構造物と、反映させていない構造物を比較することにより、手引き
（案）適用の効果を把握する。

※初回点検や巡回結果等を考慮し、構造物種類
毎に手引き(案)試行の効果を比較・評価する。

留意点：構造物毎に設計・施工が異なるため同
一材料・環境での比較が難しい
解決策：データの蓄積により構造物の種類毎に
手引き(案)試行の効果を把握する

手引き(案)の効果確認のための比較手順イメージ



参考資料１
１.１社会インフラの老朽化

15

■国土交通関係8分野のインフラの平均経過年数（設備の古さ）
の推移を試算したものである。
■戦後間もない時期は、インフラの蓄積が少なく、平均経過年数
が低下したが、高度成長期にインフラが蓄積されると平均経過
年数が上昇に転じ、現在まで増加している。

※2014国土交通白書、社会インフラの老朽化図表1-3-3を参考



１.２橋梁の老朽化（全国、中国地整）
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■社会インフラのうち、重要構造
物の橋梁に着目すると、1970年
までに建設された橋梁数は1960
年までに建設された数の3倍で
あり、今後、建設から50年を越
える橋梁数が急激に増加する。

出典： 国土交通省国土技術政策総合研究所資料 第693号

■中国地方整備局における建設後５０年以上を経過した橋梁箇所数の占め
る割合は、２０１９年の３７％から２０年後には６６％にまで急激に増加。

出典： 「橋梁の長寿命化計画【2020年版】、
中国地方整備局道路保全企画G



１ .３橋梁の劣化損傷（中国地整）
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■中国地整管内の橋梁の劣化損傷は、下部工（橋台・橋脚）にひ
び割れが多く、上部工（主桁）に剥離・鉄筋露出が多い。
■下部工のひび割れの要因は、設計・施工に起因するものが62％
を占める。一方、上部工の剥離・鉄筋露出の要因は、中性化（かぶ
り不足）が41％、設計・施工が23％を占める。

設計・施工62％
設計・施工

23％
中性化41％
（かぶり不足）

※設計・施工の内容：

荷重作用、橋台の側方移動による外力作用、施工不
良（豆板）、桁の製作の影響、製作・施工不良

※設計・施工の内容：

荷重・桁挙動の影響、乾燥収縮、温度応力、打設不良
（コールドジョイント）、施工不良（豆板） 、製作・施工不良、

施工時型枠等の影響、不良打継ぎ、締固め不足、打設・
養生等の影響、材料分離等の施工の影響



参考資料２ 初期欠陥と耐久性低下について
２.１コンクリートの健全性と劣化損傷
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■コンクリートが健全な場合、劣化因子の侵入が抑制され、鉄筋
が腐食から守られている。しかし、劣化因子が侵入すれば、鉄筋
腐食・ひび割れが発生し、劣化損傷が進行する。

（１）健全な状態 （２）劣化因子が内部に侵入

（３）鉄筋腐食、ひび割れ発生 （４）かぶり剥落、耐力低下



２.２コンクリートの緻密性と初期欠陥
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■コンクリートが緻密でなかったり、ひび割れ等の初期欠陥があ
ると、劣化因子が容易に侵入し、鉄筋が腐食しやすくなる。
■初期欠陥を防止し、コンクリート構造物の品質を確保・向上し、
耐久性向上を図ることは極めて重要である。

コンクリートの緻密性と劣化因子の侵入 コンクリートの初期欠陥の例
（劣化因子が侵入しやすい）

鉄筋
表面気泡

砂すじ

ひび割れ

豆板
（ジャンカ）

打重ね線

適切なかぶり厚

鉄筋

かぶり厚不足

鉄筋腐食

劣化因子の侵入

塩分

CO2
水分

O2

緻密なコンクリート

緻密でないコンクリート



２.３ コンクリートのひび割れと塩分侵入
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■コンクリートにひび割れが存在すると、そこから塩分が侵入し、
鉄筋腐食が容易に発生・進行する。
■ひび割れが少ないコンクリート構造物を構築することが重要で
ある。

10mm

EPMA分析面
EPMA分析結果

コンクリート表面 コンクリート表面

内部 内部

EPMA：コンクリート面の塩分分布を分析する方法
※ひび割れに沿って塩分が侵入している。

青色：塩分少ない
白緑：塩分が多い



２.４ 初期欠陥の例（中国地整管内）
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橋台のひび割れ かぶり厚不足による剥離・鉄筋露出

充填不良による表面気泡

■新設コンクリート構造物に初期欠陥が見られる場合がある
■初期欠陥を放置すると劣化が進行しやすい（耐久性が低下する）



適切なかぶりの設定を含

む耐久性設計（道路橋示

方書に準ずる）,  12.0%

適切なかぶりの設定を含む耐

久性設計（コンクリート標準示

方書に準ずる）,  2.0%

適切なかぶりの設定を含む耐

久性設計（道示、コン示方書の

両方に準ずる）,  16.0%

施工誤差を考慮したかぶり設

定, 10.0%初期ひびわれ対策, 
18.0%

充填不良対策, 8.0%

充填不良対策

（過密配筋対策）, 
22.0%

三者会議, 6.0%

特になし, 
0.0%

その他, 
6.0%

参考資料３ 各建設ﾌﾟﾛｾｽの課題について
（アンケート結果等）
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【設計】
・設計段階において、新設
コンクリートの品質向上の
ためには「ひび割れ抑制
対策」、 「適切なかぶり厚
の設定」、「過密配筋対
策」が重要

設計における品質向上の重要事項の割合

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・「3.ひび割れ抑制対策」と「４．かぶり厚確保」、「5.1過密配筋
対策」の手引き（案）を作成

質問 26:設計段階で、新設コンクリートの品質向上に寄与
する有効な項目は、どれだと考えますか？（複数回答可）



参考資料３ 各建設ﾌﾟﾛｾｽの課題について
（アンケート結果等）
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【材料】
・温度ひび割れ低減（ひび
割れ抑制対策）には「低発
熱セメント使用」、「単位セ
メント量減」、「単位水量
減」が重要

材料における温度ひび割れ低減
対策で重要と思われる事項の割合

質問 14:温度ひび割れを減らすために何が有効だ
と思いますか？（複数回答可）

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・ 「3.ひび割れ抑制対策」の手引き（案）を作成し、「単位水量低減」、「単位
セメント量低減」、「低発熱型セメント使用」の観点を中心にとりまとめ



参考資料３ 各建設ﾌﾟﾛｾｽの課題について
（アンケート結果等）
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【施工－１】
・かぶり厚確保対策は「型枠不
具合防止」、「検測増」、「ス
ペーサー増」、「結束増」 が重
要
・ひび割れ抑制対策は「温度
応力解析」、「膨張材」、「適切
な養生」、「誘発目地」 が重要
・コンクリートの密実性（充填不
良対策）を高めるためには「細
径バイブ」、「適切な締固め」、
「適切な養生」、「再振動」が重
要

施工におけるかぶり厚確保の重要事項の割合

型枠組み立て後の、

かぶりの検測位置を

増やす, 22.2%

スペーサーの設置個

数を増やす,  17.8%

鉄筋の結束位置を増

やし、鉄筋が動かな

いよう堅固に組み立

てる, 17.8%

打設時にも型枠

作業員を立ち会

わせ、型枠不具

合発生時に即時

に是正する, 
28.9%

型枠支保工のサポー

ト等を標準よりも増や

し、堅固に組み立て

る, 2.2%

施工誤差を考慮して

大きめにかぶりを設

定している, 8.9%

特にない, 0.0%
その他, 2.2%

質問 8:新設コンクリート構造物の鉄筋のかぶりを
確保するために、現場で取り組んでいることはあり
ますか？

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・かぶり厚確保対策、ひび割れ抑制対策、充填不良対策の重要性の回答
に対する手引き（案）の作成
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【施工－２】
・再振動の必要性は大きい
・技術的な不明点は「開始
時間」、「深さ」、「箇所」、
「間隔」

再振動実施時の重要事項の割合

再振動を行う時

間（例：締固め

後、○○時間以

内）, 36.4%

再振動を行う箇

所（例：表層部、

部材内部など）, 
18.2%再振動を行う間

隔（例：○○cm
ピッチ）, 12.1%

再振動を行う深

さ（例：深さ

○○cmまで）, 
21.2%

再振動に用いる

器材（例：細径バ

イブレータの使

用など）, 9.1%

その他, 3.0%

質問 13:再振動が実施された場合、記載される
のが望ましいと考える項目は何ですか？

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・ 「12.再振動」の手引き（案）を作成し、再振動実施時期の目安を提示
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【施工（監督・検査）】
・監督・検査の重要事項は
「配筋・型枠の精度（かぶり
厚確保）」 「打込み・締固め
（充填不良対策）」 「養生（ひ
び割れ抑制対策）」
・コンクリートの品質向上対
策としては「三者協議（連携
の重要性）」 、「不具合原因
究明」、 「使用材料変更」 、
「施工方法変更」が重要

監督・検査における重要事項の割合

質問 6: 施工中の監督・検査で最も大切な事項
は何であると思いますか？

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・ 「4.コンクリート工の検査」、「5.鉄筋工の検査」、「6.型枠工支保工および
構造物の検査」、「7.表面状態の検査」の手引き（案）を作成
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【維持管理（巡回・巡視）】
・初期欠陥で耐久性への影響
が大きい事項は「ひび割れ」、
「かぶり厚不足」、「豆板」、「コー
ルドジョイント」
・コンクリート構造物構築で「ひ
び割れ抑制」、「かぶり厚確保」、
「充填不良抑制」、「かぶりコンク
リートの密実性」が重要
・品質確保では「示方書の遵守」、
「確実な検査」、「高品質・高耐
久材料の使用」が重要

長寿命化を図るための重要事項の割合

強度が高い, 5.8%

かぶりが確保されて

いる, 24.6%

かぶりコンクリー

トが密実である, 
15.9%材料分離が

少ない, 
13.0%

ひび割れが少ない, 
17.4%

初期欠陥が少ない

（豆板等の充填不

足、コールジョイント

等）, 20.3%

その他, 2.9%

長寿命化を図るために新設コンクリート構造物に求
められるものは何ですか？

■アンケート結果の手引き（案）への反映
・初期欠陥を防止することが重要であり、維持管理（定期巡回、目的別巡視）
において初期欠陥の発見・措置が必要であることを提示
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【各建設プロセスの連携の課題と重要性】
■示方書が分冊になり、コンクリート構造物の計画、設計、施工、維
持管理に至る一連の工程を見通した技術的判断が、示方書から読
み取り難くなる状況がある。
■構造物の性能を確保する上で、各段階における情報伝達を確実
に行いながら連携して作業を進めることが重要である。
※コンクリート標準示方書[基本原則編]

2章コンクリート標準示方書の体系と各編の連携より

図 コンクリート標準示方書[基本原則編]
各段階間での情報の流れ


